
　　　　　　　
　東播磨地域は兵庫県の

瀬戸内臨海部のほぼ中央に位
置する。古くは風光明媚な地とし

め い び

て知られ、飛鳥時代に柿本人麻呂
は「稲日野（印南野）も行き過ぎがて
に思へれば心恋しき可古の島見ゆ」
（万葉集）と印南野（明石川、美嚢
川、加古川に囲まれた台地）を詠ん
だ。中世には世阿弥の作といわれる謡
曲「高砂やこの浦舟に帆をあげて…」
にうたわれた高砂市がある。現在この
地域は数多くの大手企業の工場や中堅
・中小企業が立地し、播磨臨海工業地
帯を形成している。円高や景気減速な
ど環境は厳しいが、阪神、神戸、
播磨の各地域に匹敵するポテンシ
ャルを持ち、兵庫県産業の一
翼を担っている。

　

月

日
、
加
古
川
市
民
会
館

兵
庫
県
加
古
川
市

で
「
東
播

磨
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
加
古
川
」
が
開
か
れ
た
。
東

播
磨
地
域
で
は
大
手
の
工
場
が
数
多
く
あ
る
関
係
か
ら
、
そ
の
工
場

の
動
向
に
関
心
が
集
ま
り
が
ち
だ
が
、
自
社
製
品
や
独
自
技
術
を
持

つ
中
小
企
業
も
数
多
く
あ
る
。
そ
ん
な
企
業
が
存
在
感
を
示
そ
う
と

自
慢
の
技
術
や
製
品
を
展
示
し
て
新
た
な
販
売
先
や
新
分
野
に
挑
む

姿
が
こ
の
フ
ェ
ア
で
見
ら
れ
た
。
兵
庫
県
も
こ
れ
に
合
わ
せ
「
第
１

回
東
播
磨
取
引
商
談
会
」
を
開
催
し
、
こ
の
地
域
の
中
小
企
業
の
支

援
を
強
化
す
る
な
ど
そ
の
動
き
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。

兵庫県東播磨県民局が開いた「第
１回東播磨取引商談会」の会場

独
自
技
術
で
存
在
感
示
す

新
販
路
開
拓
を
支
援
県
、
加
古
川
市
、
加
古
川
会
議
所

地域企業の販路拡大などを目的
に開催した「東播磨ビジネスマ
ッチングフェアｉｎ加古川」

　
兵
庫
県
、
加
古
川
市
、
加
古
川
商

工
会
議
所
の
主
催
す
る
「
東
播
磨
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
加

古
川
」
は
、

年
８
月
に
開
催
し
た

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
ｉ

ｎ
加
古
川
」
に
端
を
発
す
る
。
企
業

同
士
の
連
携
に
よ
る
新
技

術
・
新
製
品
の
開
発
や
販

路
拡
大
を
目
的
と
し
て
立

ち
上
げ
た
イ
ベ
ン
ト
で
今

回
で
４
回
目
と
な
る
。
今

年
も
加
古
川
市
や
明
石
市

な
ど
の
地
元
企
業
を
中
心

に

社
が
自
慢
の
技
術
と

製
品
を
展
示
し
て
提
携
先

を
求
め
た
。
技
術
面
で
は

表
面
処
理
加
工
を
手
が
け

る
サ
ー
テ
ッ
ク
永
田

明

石
市

は
、
装
飾
、

防
錆
、
機
能
な
ど
の
各
メ

ぼ
う
せ
い

ッ
キ
技
術
、
オ
オ
ナ
ガ

稲
美
町

は
航
空
機
部
品
へ
の
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
製
品
で
は
パ
ラ
ダ
イ
ス
グ
ラ
ス

加
古
川
市

が
高
透
過
ガ
ラ
ス
と

８
時
間
光
る
蓄
光
タ
イ
ル
を
組
み
合

わ
せ
た
表
札
、
匠
工
芸

高
砂
市

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
発
光
ダ
イ
オ

ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

表
示
板
や
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
用
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
、
鈍
度

技
研
電
子
工
業

稲
美
町

は
高
齢

者
の
見
守
り
や
防
犯
に
役
立
つ
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
を
そ
れ
ぞ
れ
展
示
し

た
。

　
ま
た
、
来
場
者
に
自
社
の
製
品
や

技
術
を
Ｐ
Ｒ
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
は
５
社
が
参
加
し
、
延
べ

人
が
説
明
に
聞
き
入
っ
た
。
そ
の
ほ

か
、
明
石
工
業
高
等
専
門
学
校
、
但

陽
信
用
金
庫
、
明
石
市
産
業
振
興
財

団
な
ど
の
研
究
・
支
援
機
関

団
体

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
の
紹
介
や

相
談
に
あ
た
っ
た
。
一
方
で
、
廣
田

章
光
近
畿
大
学
教
授

が
「
新
規
顧
客
を
生

み
出
す
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
に
つ
い

て
」
、
尾
上
善
則
神

戸
製
鋼
所
専
務
執
行

役
員
加
古
川
製
鉄
所

所
長
が
「
神
鋼
加
古

川
製
鉄
所
の
も
の
づ

く
り
力
に
つ
い
て
」

講
演
す
る
な
ど
、
合

計
で
約
６
０
０
人
が

来
場
し
た
。

　
同
日
の
午
後
か
ら

は
同
会
場
で
「
第
１

回
東
播
磨
取
引
商
談

会
」
が
開
か
れ
た
。

兵
庫
県
東
播
磨
県
民

局
が
主
催
し
、
新
規
販
路
開
拓
や
事

業
連
携
な
ど
の
さ
ら
な
る
促
進
を
狙

い
と
し
て
こ
れ
ま
で
神
戸
市
、
姫
路

市
、
尼
崎
市
で
実
施
し
て
き
た
が
、

東
播
磨
地
域
で
は
初
と
な
る
。

　
発
注
側
は
県
内
は
姫
路
市
か
ら
２

社
、
た
つ
の
市
、
西
宮
市
が
各
１

社
、
県
外
で
は
吹
田
市
か
ら
１
社
の

合
計
５
社
で
、
案
件
は
機
械
加
工
部

品
、
大
型
ギ
ア
、
組
み
立
て
配
線
な

ど

件
。
受
注
を
求
め
る
企
業

社

人
が
商
談
会
に

参
加
し
た
。
面
談

件
数
は

件
に
及

び
、
そ
の
う
ち

件
が
見
積
書
提
出
、

件
が
後
日
訪

問
す
る
と
い
う
形
と
な
り
、
逆
に
条

件
が
合
わ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
９
件

あ
っ
た
。

　
開
催
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と

「
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
、

満
足
し
て
い
る
」
や
「
兵
庫
県
立
大

学
と
よ
り
深
い
協
議
が
で
き
た
」
な

ど
の
肯
定
意
見
か
ら
「
対
象
と
な
る

企
業
の
来
場
が
少
な
い
」
や
「
食
品

関
係
を
入
れ
一
般
来
場
者
も
増
や
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
注
文
も
あ
っ

た
。
商
談
の
具
体
的
成
果
は
こ
れ
か

ら
だ
が
、
東
播
磨
地
域
で
の
商
談
会

は
成
功
と
い
え
、
主
催
す
る
加
古
川

市
な
ど
は
こ
れ
ら
の
意
見
を
ふ
ま
え

て
、
来
期
の
開
催
の
規
模
拡
大
と
来

場
者
増
大
を
目
指
し
て
い
る
。

発展する企業群 兵庫県東播磨地区
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
高
い
モ
ノ
づ
く
り
エ
リ
ア

歴
史
古
く
産
業
に
も
厚
み

●

　
東
播
磨
地
域
は
現
在
、
西
は

姫
路
市
か
ら
東
は
神
戸
市
に
至

る
３
市

明
石
市
、
加
古
川

市
、
高
砂
市

２
町

稲
美

町
、
播
磨
町

の
エ
リ
ア
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　
明
石
市
は
本
州
と
淡
路
島
を

結
ぶ
明
石
海
峡
大
橋
の
あ
る
神

戸
市
垂
水
区
の
西
に
隣
接
し
、

人
口
は

万
６
５
７
人

年

月
現
在

。
古
く
か
ら
畿
内

と
幾
外
と
を
結
ぶ
城
下
町
・
宿

場
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

明
石
の
タ
イ
や
タ
コ
が
有
名
だ

が
、
日
本
の
標
準
時
を
決
め
る

東
経
１
３
５
度
の
子
午
線
が
南

北
に
走
る
「
と
き
の
ま
ち
」
と

し
て
も
知
ら
れ
る
ほ
か
、
大
手

企
業
の
工
場
が
数
多
く
立
地

し
、
工
業
も
盛
ん
な
都
市
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
北
に
位
置
す
る
の
が
稲

美
町
。
人
口
は
３
万
１
８
３
８

人

同

で
、
貯
水
量
は
全
国

で
３
位
、
面
積
は
甲
子
園
球
場

の
約

倍
の
兵
庫
県
最
大
の
た

め
池
「
加
古
大
池
」
や
６
７
５

年

白
鳳
３

に
築
か
れ
た
と

い
う
記
録
が
残
る
県
内
最
古
の

「
天
満
大
池
」
を
有
し
て
い

る
。
神
戸
市
や
加
古
川
市
な
ど

４
市
に
隣
接
し
、
主
に
農
作
物

の
供
給
地
と
し
て
発
展
し
て
お

り
「
い
な
み
野
メ
ロ
ン
」
な
ど

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

▲高
砂
神
社
に
あ
る

５
代
目
と
な

る

「
相
生
の

松
」

　
明
石
市
の
西
、
加
古
川
市
の

東
に
位
置
し
、
瀬
戸
内
海
に
面

し
て
い
る
の
が
、
人
口
３
万
４

７
７
５
人

同

の
播
磨
町
。

１
８
６
４
年
６
月
に
日
本
初
の

新
聞
「
新
聞
誌
」
を
発
刊
し
た

ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
コ

浜
田
彦

蔵

の
生
誕
地
と
し
て
知
ら
れ

る
。
現
在
、
海
岸
部
に
は
一
般

機
械
器
具
製
造
や
化
学
工
業
な

ど
約

社
が
進
出
し
、
県
内
で

も
高
い
製
造
出
荷
額
を
誇
っ
て

い
る
。

　
県
内
最
大
の
一
級
河
川
「
加

古
川
」
が
流
れ
る
加
古
川
市
は

万
８
３
９
０
人

同

の
人

口
を
有
す
る
。
明
治
以
降
、
軽

工
業
か
ら
重
工
業
の
街
と
し
て

東
播
磨
地
域
の
中
核
都
市
と
し

て
発
展
し
、
特
に
鋼
板
な
ど
の

金
属
製
品
の
出
荷
額
が
同
市
で

上
位
を
占
め
る
。
ほ
か
に
も
地

場
産
業
と
し
て
靴
下
な
ど
の
繊

維
製
品
が
あ
り
、
奈
良
県
、
東

京
都
と
並
ぶ
日
本
三
大
靴
下
産

地
「
加
古
川
の
靴
下
」
と
し
て

年
間
約
４
０
０
０
万
足
を
製
造

し
て
い
る
。

　
高
砂
市
は
姫
路
市
の
東
に
位

置
す
る
。
人
口
は
９
万
５
０
６

７
人

同

だ
が
、
加
古
川
市

と
並
ん
で
鋼
鉄
、
機
械
、
化

学
、
食
品
な
ど
の
大
手
工
場
が

建
ち
並
び
、
播
磨
臨
海
工
業
地

帯
の
中
核
を
な
し
て
い
る
。
一

方
、
そ
の
歴
史
は
古
く
、
生
石

お
う
し
こ

神
社
に
は
日
本

三
奇
の
一
つ
「
浮
石
」
、
高
砂

神
社
に
は
謡
曲
「
高
砂
」
に
う

た
わ
れ
た
和
合
長
寿
の
象
徴

「
相
生
の
松

写
真
は
５
代

目

」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
謡

曲
を
も
と
に
し
て

年

昭

に
は
「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
都

市
」
を
宣
言
し
、
全
国
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
３
市
２
町
は
、
神
戸

市
や
姫
路
市
の
間
に
挟
ま
れ
知

名
度
は
高
く
な
い
が
、
多
く
の

大
手
企
業
の
製
造
拠
点
や
独
自

の
技
術
・
製
品
を
持
つ
中
堅
・

中
小
企
業
が
多
数
立
地
し
、
県

内
有
数
の
播
磨
臨
海
工
業
地
帯

を
形
成
し
て
い

る
。

　
今
後
の
兵
庫
県

の
さ
ら
な
る
成
長

に
東
播
磨
地
域
は

神
戸
、
阪
神
、
姫

路
と
並
び
欠
か
せ

な
い
存
在
と
な
っ

て
い
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １１月２６日 月曜日 　　


